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存在とは無関係で、 「企業の論理」 ・ 「経済の
論理」に従った動きである。それゆえ、仮に首
都機能が地方に移転したとしても、今日の東京
一極集中構造が崩壊することはありえないであ
ろう。 とすれば、地方で予想される効果は、関
連社会資本も含めて約20兆円と見込まれている
財政支出に伴う建設経済効果だけである（八田
達雄「首都移転、効果蝋空論〃でムダ｣、 「日本
経済新聞」 1996年4月25日の「経済教室」欄参
照)。
問題なのは、経済効果が一過性にすぎず、地
方の長期的・安定的経済活性化に結びつく可能
性が少ないにもかかわらず、国家資金を導入す
-118-
ることを自己目的化してL､るかのように展開さ
れる開発手法であり、その背景にある強い後進
性に関わる劣等意識なのである。さらにいえば、
これまで他地方に比して国家資金の投下が少な
くなかったとすれば、そのような資金を何ゆえ
に長期的・安定的な経済基盤の拡大に結びつけ
られなかったという、東北地方の政策主体の姿
勢と取り組承である。
（付記）本稿は、 1996年5月に開催された計画
行政学会東北支部第12回研究会での報告をベー
スにし、その後考察したことを加えて、大幅に
書き直したものである。
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